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ＩＮＡＸガレリアセラミカは“新鋭作家による新しいやきものの表現の場”として企画展を開催しています。

矢本章子 展
―陶 緑青の新化石―

◆会期＝２００８年１１月７日(金)～１２月２日（火）
◆休廊日＝日祝

◆開館時間＝午前１０：００～午後６：００

◆作家によるアーティスト・トーク開催＝１１月７日（金） 午後６：３０～７：００

◆会場＝ＩＮＡＸガレリア セラミカ

東京都中央区京橋３－６－１８ ＩＮＡＸ：GINZA2F TEL03-5250-6530

◆企画・制作＝株式会社ＩＮＡＸ

◆入場無料

◆INAX の文化活動ホームページアドレスhttp://www.inax.co.jp/culture/

「Liberty」2008 H44×W77×D80cm

◆次回予告◆

田上真也展

２００８年１２月５日(金)～１２月２５日(木)



ＩＮＡＸ ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

ＩＮＡＸガレリアセラミカでは、矢本章子（ＹＡＭＯＴＯ AKIKO）展―陶 緑青の新化石―を開催し

ます。(2008 年１１月７日～１２月２日)

矢本章子の作品は、メタリックな工業製品と、貝や化石や動植物が合体したような、独特の

かたちをした陶のオブジェです。

大きさは長辺が８０ｃｍ程度で人がひとりで抱えられるサイズです。銅が錆ついた緑青を思わせ

る古代的な色彩ですが、かたちはタービンのような羽と刃が渦巻く楕円形や、勾玉と動物の頭

骨が合体したようなフォルム、ラッパ状に広がる二つのパーツを持った管形などで、古代と未来

が一体化したような、力強い存在感があります。

尖った歯のように並ぶ三角形や、放射状に広がる格子など、ディティールも型成形のような端

正さですが、すべて手びねりで制作され、彩色は、銅を腐食させるのと同様の技法で、効果を

生み出しています。見る角度によって、機械部品に見えたり、動植物の化石のように見えたりす

る入り組んだ多面体構造で、ひとつのかたちをつくっています。

作品タイトルは、「Absorber（吸引装置）」、「The expand（開放）」などで、観る者の視線が渦巻

きに巻き込まれていくような強烈な体験を暗示し、どこまでも拡散していく捕らわれない自由さを

表現しています。

矢本彰子は、2008年3月に初めて陶芸を学んだ大阪芸術大学大学院を修了し、現在金沢の

卯辰山工房に席を置いて制作を続けています。工房では器の作品をつくる経験も積み、そこか

ら新たなるかたちも生まれつつあります。

今展は矢本彰子の初個展開催となります。この「New Biotechnology」シリーズ６点に加えて、

新作２点の８点を展示します。矢本のエネルギーあふれる作品群をどうぞご覧ください。

「矢本章子プロフィール」

1983年 兵庫県生まれ

2006年 大阪芸術大学 芸術学部工芸学科陶芸コース卒業

個展 SPYCY LIFE！！！ （ギャラリー百花 大阪）

2007 年 個展 （ギャラリー白３ 大阪）

2008 年 大阪芸術大学 大学院芸術研究科博士前期芸術制作修了

朝日陶芸展入選

現在 金沢卯辰山工芸工房在籍


